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に
よ
る
講
座
が
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
組
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
「
一
に
書
く
こ
と
、
二
に

書
く
こ
と
」
が
シ
ナ
リ
オ
上

達
の
道
と
言
わ
れ
る
だ
け

に
、
一
回
だ
け
の
講
義
で
は

「
書
き
方
」
程
度
し
か
教

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
、
今
回
第
四
期
と

並
行
し
た
「
裏
講
座
」
と
し

て
シ
ナ
リ
オ
学
習
の
密
度
を

高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ま

ず
、
五
月
二
十
三
日
（
日
）

の
第
四
期
講
座
三
回
目
を
合

同
講
座
と
し
、
そ
の
前
の
週

（
十
六
日
）
ま
で
に
提
出
し

て
も
ら
っ
た
簡
単
な
シ
ナ
リ

オ
を
荒
井
氏
に
講
評
し
て
も

ら
う
。
そ
し
て
二
十
九
日
の

土
曜
日
か
ら
、
毎
週
午
後
七

時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
時

間
、
新
潟
市
万
代
市
民
会
館

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

く
。
　
毎
回
課
題
を
出
し
、
翌
週

ま
で
に
短
い
シ
ナ
リ
オ
を
書

い
て
く
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

講
師
の
ほ
か
、
受
講
生
が
講

評
、
何
が
必
要
な
の
か
話
し

合
う
。

　
講
師
を
務
め
る
荒
井
氏
は

一
九
八

四
年

「
Ｗ

の
悲

劇
」
、
八
八
年
「
噛
む
女
」

で
二
回
キ
ネ
マ
旬
報
脚
本
賞

を
受
賞
。
九
七
年
「
身
も
心

も
」
で
は
初
の
監
督
も
務
め

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
鄭
義
信

氏
（
「
月
は
ど
っ
ち
に
出
て

い
る
」
「
愛
を
乞
う
ひ
と
」

脚
本
）
と
も
交
渉
中
。

　
ナ
シ
モ
ト
氏
は
ほ
ぼ
全
回

に
出
席
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
す

　
シ
ナ
リ
オ
講
座
に
つ
い

て
は
、
第
一
期
講
座
か
ら

要
望
が
多
く
、
四
期
で
は

五
月
二
十
三
日
に
荒
井
氏

第
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受
講
対
象
は
映
画
塾
会
員

と
第
四
期
の
受
講
生
、
聴
講

生
。
会
費
は
会
員
と
聴
講
生

が
テ
キ
ス
ト
代
込
み
で
一
万

円
（
一
括
）
、
第
四
期
生
は

無
料
。

　
映
画
塾
事
務
局
で
は
会
員

の
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
準
備

を
手
伝
う
代
わ
り
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
受
講
料
は
免
除

さ
れ
る
。

第4期カリキュラム

シナリオ・ワークショップ開催
５月23日に開講
７月まで土曜夜映画塾会員の受講生募集

開催日　5月23日（午後1時から6時、第4期講座と合同）、29日、6月5
日、12日、19日、26日、7月3日、10日（全8回）午後7時から9時
会　場　新潟市万代市民会館
受講料　1万円（4期受講生と運営スタッフは無料）
問い合わせ、応募方法　4月30日までに電話かファクスで映画塾事務所
に申し込んで下さい。後ほど受講料の納入方法をお知らせします。（担
当：ナシモトタオ、郡司健）TEL＆FAX　025-248-9088

　
に
い
が
た
映
画
塾
は
、
五
月
九
日
開
講
の
「
第
４
期

映
像
実
践
講
座
」
に
併
設
し
て
、
五
月
二
十
三
日
と
同

二
十
九
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で
毎
週
土
曜
日
に
「
シ
ナ

リ
オ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
く
。
講
師
は
脚
本
家

の
荒
井
晴
彦
氏
と
ナ
シ
モ
ト
タ
オ
氏
。
シ
ナ
リ
オ
の
イ

ロ
ハ
か
ら
一
本
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、
添
削
、
講
評
、
指
導
を
行
う
。
映
画
塾

で
は
受
講
生
を
募
集
し
て
い
る
。

第
４
期
の

裏
講
座

講
師
荒
井
氏

タ
オ
氏

運
営
ス
タ
ッ
フ
無
料

　
映
画
塾
「
第
４
期
映
像
実

践
講
座
」
の
概
要
が
ほ
ぼ
固

ま
っ
た
。
八
月
二
十
九
日
ま

で
全
十
七
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
、
個
人
・
実
験
映
画
や

演
技
、
映
画
史
な
ど
も
新
た

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
わ
っ

た
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
受
講
生
全
員
が
映
画
を
つ

く
る
」
。
過
去
の
講
座
に
も

増
し
て
濃
密
な
講
座
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
一
期
か
ら
三
期
に
比
べ
、

最
も
特
徴
的
な
の
は
卒
業
作

品
制
作
で
の
「
一
六
ミ
リ
一

人
一
本
権
」
。
一
本
は
約
三

分
。
ど
う
し
て
も
自
分
の
企

画
を
撮
り
た
け
れ
ば
、
少
な

く
と
も
三
分
は
機
会
が
与
え

ら
れ
る
。
仲
間
を
集
め
れ
ば

も
っ
と
長
い
作
品
を
つ
く
る

こ
と
も
で
き
る
（
最
長
三
十

分
）
。
ま
た
、
八
ミ
リ
や
ビ

デ
オ
に
よ
る
撮
影
を
選
択
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
撮
影
期

間
も
特
に
決
め
ず
弾
力
的
に

対
応
す
る
。
可
能
な
限
り
受

講
生
の
希
望
を
尊
重
し
、
作

品
の
選
択
に
つ
い
て
強
制
は

し
な
い
と
い
う
の
が
ス
タ
ッ

フ
の
基
本
姿
勢
だ
。

　
講
師
は
映
画
監
督
の
青
山

真
治
氏
（
「
Ｈ
ｅ
ｌ
ｐ
ｌ
ｅ

ｓ

ｓ

」

、

「

冷

た

い

血
」
）
、
脚
本
家
の
荒
井
晴

彦
氏
、
東
京
造
形
大
教
授
・

か
わ
な
か
の
ぶ
ひ
ろ
氏
が
東

京
か
ら
来
訪
す
る
。
ま
た
映

画
「
白
痴
」
の
手
塚
眞
監

督
、
古
澤
敏
文
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
も
講
義
を
行
う
予
定

だ
。
　
県
内
講
師
は
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
の
小
林
茂
カ
メ

ラ
マ
ン
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
リ
ス

ト
の
ナ
シ
モ
ト
タ
オ
氏
、
新

潟
大
助
教
授
の
北
野
圭
介

氏
、
劇
作
家
の
戸
中
井
三
太

氏
ら
が
担
当
。
地
の
利
を
生

か
し
て
密
接
な
指
導
を
行

う
。

　
第
四
期
は
「
完
走
」
し
て

初
め
て
身
に
な
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、
仕

事
や
そ
の
他
の
都
合
で
四
カ

月
の
長
丁
場
は
無
理
と
い
う

人
の
た
め
に
「
聴
講
生
制

度
」
の
枠
も
設
け
た
。
受
講

料
は
一
回
三
千
円
（
映
画
塾

会
員
は
一
千
円
）
。
卒
業
作

品
の
企
画
提
出
は
で
き
な
い

が
、
ほ
か
の
受
講
生
の
作
品

の
手
伝
い
は
可
能
。

　
第
四
期
実
行
委
員
会
で

は
、
引
き
続
き
受
講
生
を
募

集
し
て
い
る
。
受
講
料
三
万

円
、
定
員
四
十
人
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。
問
い
合
わ
せ

は
映
画
塾
、
電
話
０
２
５
―

２
４
８
―
９
０
８
８
へ
。

古澤敏文（映画プロデュ

ーサー）、小林、笹崎、

ナシモト、映画塾スタッ

フほか

◇卒業作品ラッシュ上映、講評、閉講式8月29日17

小林茂、笹崎隆、ナシモ

トタオ、戸中井三太（劇

作家）ほか

◇卒業作品制作（撮影日は調整）

◇卒業作品撮影準備

◇卒業作品決定

◇グループ分け（個人制作も可）準備、

指導、講習、スケジュールなど決定

北野圭介（新潟大助教

授）

◇プロデュース論（変更の場合あり）

◇自己ＰＲ（卒業作品案発表）第3回

制作作品、役割、フォーマットなど検討

◇映像論

◇自己ＰＲ（卒業作品案発表）第2回

◇映画鑑賞、研究（翌週の予習）

◇機材実習及び演技実習（希望するもの

を個人指導）◇実習作品合評会

◇機材実習及び演技実習＝グループ別

（16ミリ、8ミリ、ビデオなどの操作と撮

影）（発声、身体など演技の基礎）

かわなかのぶひろ（イメ

ージフォーラム）

◇個人映画（実験映画、ドキュメンタリ

ー、ビデオなど劇映画以外の映画）

小林、笹崎、ナシモトほ

か映画塾スタッフ

◇自己ＰＲ（企画書発表）第1回

◇機材実習（16ミリ、8ミリ、ビデオ、ス

チールカメラ、露出計、照明などの操作

と撮影）

荒井晴彦（脚本家）◇シナリオ（基礎から実践、添削）

青山真治（映画監督）
◇映像表現（イメージの具象化・イメー

ジをどう映画化するのか）

小林茂（撮影監督）笹崎

隆（ビデオカメラマン）

ナシモトタオ（ヴィジュ

アリスト）

10:00-◇開講式、ガイダンス

◇ビデオ実習

◇シナリオ入門

8月1日

～28日

7月25日

7月18日

7月11日

7月4日

6月27日

6月20日

6月13日

 6月6日

5月30日

5月23日

5月16日

5月9日
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―
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講　師内　容日時

ミ
リ
１
人
１
本
権

16

講
師
に
青
山
監
督
ら

聴
講
生
制
度
も
創
設

第
４
期
の
概
要
固
ま
る

5月9日と8月を除き、講座時間は午後1時から6時まで
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（
四
月
十
七
日
午
後
一
時

半
か
ら
新
潟
市
民
芸
術
文
化

会
館
・
Ａ
ス
タ
ジ
オ
）

　
市
民
参
加
型
の
文
化
イ
ベ

ン
ト
の
方
策
を
探
る
。
新
潟

で
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る

四
人
が
「
新
潟
で
文
化
活
動

は
花
開
く
か
」
を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
ほ
か
、
映
画
「
白

向
け
て
の
抱
負
、
プ
ロ
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
企
画

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
実
現

ま
で
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

前
売
り
五
百
円
、
当
日
六
百

円
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
、
０
２
５
―
２
６

２
―
１
９
１
０
（
矢
部
）
。

　　
（
四
月
二
十
四
日
午
後
三

時
か
ら
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
）

　
佐
藤
真
監
督
の
新
作

「
ま
ひ
る
の
ほ
し
」
の
上

映
関
連
イ
ベ
ン
ト
。
佐
藤

監
督
と
美
術
評
論
家
・
大

倉
宏
氏
の
ト
ー
ク
や
映
像

作
品
上
映
。
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
に
お
け
る
表
現
に

つ
い
て
の
講
義
も
。
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
０
２
５
―
２

４
３
―
５
５
３
０
（
シ
ネ
・

ウ
イ
ン
ド
）
ま
で
。

　　
（
四
月
二
十
四
日
午
後
九

時
開
場
、
九
時
二
十
分
開

始
、
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
）

「
Ａ
」
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教

の
内
部
に
入
り
、
そ
の
様
子

を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
そ
の
問
題
作
が
い
よ

い
よ
新
潟
に
上
陸
。
森
達
也

監
督
と
テ
ィ
ー
チ
・
イ
ン
を

行
う
。
ウ
イ
ン
ド
会
員
は
前

売
り
千
五
百
円
。
問
い
合
わ

せ
は
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
ま

で
。

　
（
五
月
二
十
日
、
六
月
三

日
、
十
七
日
、
七
月
一
日
の

午
後
七
時
、
シ
ネ
・
ウ
イ
ン

ド
）
　
「
市
民
」
及
び
「
市
民
社

会
」
に
つ
い
て
、
国
際
情
報

大
の
教
授
が
映
画
を
使
っ
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

先
着
百
人
。
無
料
だ
が
予
約

が
必
要
。
期
間
中
「
十
二
人

の
怒
れ
る
男
」
「
戦
艦
ポ

チ
ョ
ム
キ
ン
」
な
ど
を
朝
と

夜
、
ウ
イ
ン
ド
通
常
料
金
で

上
映
。
問
い
合
わ
せ
は
０
２

５
―
２
３
９
―
３
１
１
１

（
新
潟
国
際
情
報
大
総
務

課
）
ま
で
。

　　
（
四
月
九
日
、
五
月
十
四

日
、
六
月
十
一
日
、
七
月
九

日
、
八
月
十
三
日
午
後
八
時

か
ら
新
潟
大
西
門
わ
き
Ｒ
ｏ

ｏ
ｍ
　
Ｎ
ｏ
　
２
０
０
１
）

　
四
月
は
真
保
巌
監
督
特

集
、
五
月
は
金
沢
良
美
監
督

特
集
。
以
降
は
未
定
。
問
い

痴
」
（
手
塚
眞
監
督
）
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
古
澤
敏
文

氏
が
講
演
し
「
白
痴
」
の
現

状
を
報
告
す
る
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
五
十
嵐
政

人
（
に
い
が
た
映
画
塾
事
務

局
長
）
、
江
口
歩
（
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ａ
主
宰
）
、
武
内
裕
子

（
「
キ
ッ
ズ
・
ユ
ニ
フ
ァ

ー
」
代
表
）
、
高
橋
建
造

（
「
ス
タ
ジ
オ
・
ナ
ッ
ツ
」

主
宰
）
の
四
氏
。
古
澤
氏
の

講
演
で
は
、
映
画
の
完
成
ま

で
の
経
過
と
今
後
の
上
映
に

合
わ
せ
は
映
画
塾
０
２
５
―

２
４
８
―
９
０
８
８
（
豊

島
、
大
橋
）
ま
で
。

（
決
定
、
確
認
、
勧
誘
事
項

の
み
掲
載
）

■
第
８
回
（
二
月
十
六
日
）

約
二
十
五
人
が
出
席

【
お
誘
い
】
Ｆ
Ｍ
新
津
で
一

時
間
ほ
ど
の
番
組
（
月
に
一

回
ほ
ど
）
を
ス
タ
ー
ト
す

る
。
ス
タ
ッ
フ
募
集
。

■
第
９
回
（
三
月
二
日
）
約

二
十
五
人
が
出
席

【
確
認
】
事
務
所
は
使
っ
た

ら
現
状
復
帰
と
言
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
。
食
器
も
そ
の
日
の

う
ち
に
洗
っ
て
ほ
し
い
。
ゴ

ミ
の
分
別
も
徹
底
し
て
ほ
し

い
。
■
第
１
０
回
（
三
月
十
六

日
）
約
十
五
人
が
出
席

【
確
認
】
室
内
の
ゴ
ミ
箱
の

分
別
が
徹
底
せ
ず
、
笹
崎
が

手
で
分
け
て
い
る
。
分
別
を

徹
底
す
る
こ
と
！

（
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
は
映

画
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
事
務
所
に
あ

る
議
事
録
ノ
ー
ト
は
会
員
な

ら
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
矢
部
ま
で
）

■
定
例
会
日
程
（
毎
月
第

一
、
第
三
火
曜
日
）

▽
四
月
　
二
十
日

▽
五
月
　
四
日
、
十
八
日

▽
六
月
　
一
日
、
十
五
日

▽
七
月
　
六
日
、
二
十
日

▽
八
月
　
三
日
、
十
七
日

　
▼
「
豊
崎
博
光
写
真
展
」

ス
タ
ッ
フ
募
集

　
八
月
上
旬
の
十
日
間
、
万

代
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
リ
タ
ー

ナ
に
て
開
催
予
定
。
世
界
各

地
の
核
施
設
（
核
実
験
場
、

原
発
事
故
地
、
ウ
ラ
ン
採
掘

場
な
ど
を
含
む
）
の
写
真
、

約
百
点
を
展
示
す
る
。
次
回

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
四
月
十
二

日
午
後
七
時
半
か
ら
映
画
塾

事
務
所
で
。
問
い
合
わ
せ
０

９
０
―
４
８
３
５
―
４
１
４

０
（
駒
形
）
ま
で
。

　
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

の
た
め
、
第
六
号
は
一
カ
月

前
倒
し
し
て
発
行
し
ま
し

た
。
次
回
発
行
は
八
月
中
旬

で
す
。

【
編
集
ス
タ
ッ
フ
】
星
龍
雄

【
題
字
】
宮
川
直
子

春
だ
！
イ
ベ
ン
ト
も
百
花
繚
乱

市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

講
座

ま
ひ
る
の
ほ
し

イ
ベ
ン
ト

「
Ａ
」
上
映
イ
ベ

ン
ト

新
潟
国
際
情
報
大

公
開
講
座
「
映
画

の
中
の
市
民
社

会
」

映
画
塾
月
イ
チ
上

映
会

定
例
会
報
告

編
集
後
記

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
映
画
塾
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
が
続
々
と
始
ま
る
。
重
い
コ
ー

ト
を
脱
い
で
、
さ
あ
、
出
掛
け
よ
う
！

　
映
画
に
様
々
な
形
で
携
わ
っ

て
い
る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、
そ
の
人
柄
や
団
体
の
活
動

を
紹
介
す
る
「
映
画
塾
ト
ー

ク
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
始
め

ま
し
た
。
「
Ｎ
Ｇ
」
で
は
誌
面

の
都
合
上
、
抜
粋
を
掲
載
し
ま

す
。
第
一
回
は
Ｐ
Ｆ
Ｆ
事
務
局

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
森
本
英
利

さ
ん
（
四
二
）
で
す
。
（
聞
き

手
・
星
龍
雄
）

　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
―
Ｐ
Ｆ
Ｆ
の
歴
史
、
特
色
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

　
も
と
も
と
「
ぴ
あ
」
は
、
一

九
七
二
年
に
中
央
大
学
映
研
出

身
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
映
画

の
情
報
誌
と
し
て
創
刊
し
た
雑

誌
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
映
画
に

対
す
る
思
い
入
れ
は
強
く
、

徐
々
に
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
情

報
誌
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
く

中
で
、
情
報
紹
介
だ
け
で
な
く

次
代
を
担
う
映
画
も
発
掘
・
紹

介
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
七

七
年
に
公
募
形
式
に
よ
る
第
一

回
自
主
製
作
映
画
展
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
Ｐ
Ｆ
Ｆ
の
一

回
目
と
な
る
も
の
で
す
。
Ｐ
Ｆ

Ｆ
は
今
年
で
二
十
一
回
目
に
な

り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｆ
か
ら
は
七
〇
年
代
終

わ
り
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て

森
田
芳
光
、
長
崎
俊
一
、
石
井

聰
亙
、
黒
沢
清
、
今
関
あ
き
よ

し
各
監
督
ら
多
く
の
方
々
が
入

選
し
、
日
本
映
画
の
中
で
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
の
潮
流
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
流
れ

は
今
も
変
わ
ら
ず
、
Ｐ
Ｆ
Ｆ
は

現
在
も
「
映
画
の
新
し
い
才
能

の
発
見
、
育
成
」
を
基
本
テ
ー

マ
に
据
え
て
い
ま
す
。

八
八
年
か
ら
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
形
式
の
「
Ｐ
Ｆ
Ｆ
ア
ワ
ー

ド
」
に
移
行
し
、
映
画
監
督
を

は
じ
め
と
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー

の
方
々
に
も
審
査
員
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
グ
ラ
ン
プ
リ
他
を

選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
―
今
年
は
九
百
十
四
本
と
過

去
最
高
の
応
募
と
な
り
ま
し

た
。
こ
こ
二
、
三
年
は
、
か
な

り
の
応
募
で
す
が
、
背
景
は
？

　
・
・
・
本
当
の
と
こ
ろ
は
よ

く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど

ね
。
　
「
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

Ｐ
Ｆ
Ｆ
シ
ア
タ
ー
　
三
月
」
で

是
枝
裕

和
監
督
（

「
幻
の

光
」
）
に
よ
る
映
画
講
座
を
開

い
た
と
き
に
、
客
席
数
百
四
十

席
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
、
満
員
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
是
枝

監
督
が
「
映
画
を
つ
く
り
た
い

人
」
と
客
席
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
八
割
ぐ
ら
い
が
手
を
挙
げ

た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
に
来
て
い

る
人
た
ち
は
何
か
映
画
づ
く
り

の
き
っ
か
け
を
つ
か
も
う
と
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
ね
。

　
考
え
ら
れ
る
の
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
に
な
っ
た
っ
て
安
定
し

た
生
活
が
待
っ
て
い
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
不
確
実
な
世
の
中

で
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
答

え
を
表
現
活
動
に
求
め
て
い
る

気
が
し
ま
す
ね
。

　
ま
た
、
二
〇
代
の
人
た
ち
は

映
像
世
代
で
、
生
ま
れ
た
と
き

か
ら
テ
レ
ビ
が
あ
っ
て
、
映
像

を
当
た
り
前
の
表
現
手
段
と
し

て
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　
同
世
代
の
作
品
を
観
た
い
人

も
増
え
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ

は
と
っ
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
映
画
を
通
し
て
人
の

人
生
を
見
る
。
そ
し
て
人
間
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
で

い
く
。
私
見
で
す
が
、
今
の
人

た
ち
は
直
接
的
な
人
間
関
係
が

希
薄
な
分
、
映
像
を
通
し
て
そ

う
い
う
ほ
か
の
人
生
を
求
め
て

い
る
し
、
自
分
で
も
撮
っ
て
み

た
い
、
つ
く
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
そ
れ
が
作
品
と
呼
べ

る
も
の
に
な
る
か
ど
う
か
は
ま

た
別
問
題
で
す
が
。
い
ろ
ん
な

人
に
見
て
も
ら
い
、
批
評
し
て

も
ら
っ
て
作
品
の
質
も
向
上
し

て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
批
評

に
耐
え
う
る
精
神
的
な
強
さ
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
場
で
個
人
が
映
像
を
や
り

始
め
る
と
い
う
の
は
豊
か
で
多

様
性
の
あ
る
社
会
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
―
時
代
に
よ
っ
て
応
募
作
品

の
傾
向
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す

か
？
　
や
っ
ぱ
り
、
ヒ
ッ
ト
し
た
作

品
に
タ
ッ
チ
が
似
て
く
る
も
の

が
出
る
の
は
い
つ
の
時
代
も
同

じ
で
す
よ
ね
。

　
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
風
と
か
、
岩

井
俊
二
風
だ
っ
た
ら
「
た
お
や

か
な
青
春
」
で
桜
が
チ
ラ
チ
ラ

舞
う
と
か
。
模
倣
で
あ
っ
て
も

そ
の
人
ら
し
い
個
性
が
表
れ
て

い
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

　
今
年
の
一
次
審
査
が
終
わ
っ

た
段
階
で
は
「
自
殺
話
」
が
多

い
で
す
。
ま
あ
こ
れ
は
四
、
五

年
周
期
で
や
っ
て
来
ま
す
け

ど
。
い
つ
の
時
代
で
も
共
通
で

す
が
自
分
や
主
人
公
の
周
り
の

人
間
関
係
を
扱
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
四
畳
半
的
世
界
」
。

　
最
近
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
上
げ
て
い
る
映
画
が

多
い
で
す
ね
。
切
実
な
ん
だ
ろ

う
な
あ
と
思
い
ま
す
。
誰
が
友

だ
ち
で
誰
が
表
面
的
な
人
間
関

係
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

不
安
。
会
話
が
会
話
と
し
て
成

り
立
た
な
い
現
実
。
二
〇
代
前

半
の
作
品
か
ら
は
強
く
感
じ
ま

す
。
　
そ
れ
に
し
て
も
、
み
ん
な
技

術
的
に
は
す
ご
く
う
ま
く
な
り

ま
し
た
ね
。
自
分
の
内
面
に
抱

え
て
い
る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
表

現
で
き
る
か
は
ま
た
別
の
才
能

で
す
け
ど
。

　
―
最
後
に
、
若
き
映
像
作
家

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で

あ
ろ
う
と
実
験
映
画
で
あ
ろ
う

と
、
ジ
ャ
ン
ル
に
関
係
な
く
人

の
心
を
動
か
す
も
の
が
い
い
映

画
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
映
画
を
多
く
観
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
の
営
み
へ
の

飽
く
な
き
興
味
を
抱
き
な
が

ら
、
感
性
を
磨
く
こ
と
し
か
な

い
と
思
い
ま
す
。
し
ん
ど
い
領

域
で
す
。

　
森
本
英
利
（
も
り
も
と
・
ひ

で
と
し
）
１
９
５
７
年
３
月
、

福
岡
県
出
身
。
音
楽
関
係
の
仕

事
か
ら
、
８
３
年
Ｐ
Ｆ
Ｆ
事
務

局
に
入
り
現
在
に
至
る
。

詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

PFF事務局プロデューサー　森本英利さん（42）

映映画画塾塾

心
の
対
話
扱
う
応
募
作
目
立
つ

新
し
い
才
能
発
掘
し
　
年
22


